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Ⅰ．はじめに 

 

Ｖａｌｕｅ Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ（ＶＥ）の特徴に、「顧客第一」「機能的アプローチ」

「チームデザイン」がある。顧客第一とは、顧客（使用者）の立場で考えようとすることで

あり、顧客からの視点や立場で問題や課題をとらえることにある。そして、その問題や課題

に対して機能的アプローチを実施して、価値向上を図ろうとするものである。もちろん取り

組むのは、一人ではなく各部門の専門家の情報や知恵を結集するチームデザインが必須で

ある。従ってＶＥは、価値創造の方法と言える。 

このＶＥは、1947 年に米国で開発され、1960 年に本格的に日本に導入された。特に量産

系の自動車・電機の製造業の調達段階に適用され、設計から開発・企画と上流段階へ、一方

製造段階、据え付け段階等の下流段階に拡大して行った。また 1997 年の政府の「公共工事

コスト縮減に関する行動指針」の策定によって、建築・土木の建設業に普及した。現在盛ん

にＶＥを活用しているのは、製造業と建設業と言っても過言ではない。 

 ＶＥを普及させる方法はいくつかあるが、ＶＥの適用範囲を広げることを目的にすると、

製造業、建設業以外を対象としてＶＥを活用していない業種・業態向けのＶＥ事例の構築を

考えた。身近なテーマを対象に、誰でもが関心のある具体的課題に取り組むことがＶＥ普及

になる。それは、誰でもが顧客の立場で考えることができるテーマで、どこにでもある対象

を考えた結果、選定したのが「商店街の活性化」であった。 

ある商店街から“この商店街活性化を指導してほしい”という要望があった時どうすれば

よいだろうか。機能的アプローチを駆使するＶＥのコンサルとしてどのように指導したら

良いのであろうか。このような時、機能的アプローチを実施するための指導手引書があると

心強いとの意見があがった。この手引書をスムーズに指導できる参考資料として是非活用

いただければ幸いである。 

 

                ２０２０年８月 ＣＶＳフォーラム委員会 

前委員長  服部 哲郎 
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Ⅱ．「商店街活性化ＶＥプログラム」の全体進め方概要 

 身近な問題、誰でも関心のあるテーマの一つに「商店街の活性化」がある。この活性化の

要望があった場合、機能的アプローチを駆使するＶＥのコンサルとして指導する推奨ステ

ップを下記する。 

図Ⅱ-1 「商店街活性化ＶＥプログラム」全体像 

 

 まず初めのステップ０はチーム活動に入る前の事前準備であり、コンサル自身で行いク

ライアントとの合意を得たうえでチーム活動開始に備える。 

チーム活動は５つのステップで構成され、１〜２までのステップが情報収集を徹底し、現

状の状態と目指す姿のギャップを把握する。３のステップでは、目指す姿に向け、改善対象

や目標、解決方法やメンバー、解決期間などを計画する。 

この１〜３のステップは、情報収集を十分に実施し、目指す姿とのギャップを明らかにし、

改善すべき商店街の必要な機能を抽出する。その必要な機能をどのように達成するか、チー

ムメンバーや活動内容、日程などを計画する。 

 ステップ４は、対象とした機能（分野）に対して、これを果たす多くの方法や手段を自由

奔放に出し合う「アイデア発想」と、個々に発想されたアイデアを粗振るいにかける「概略

評価」である。アウトプットが改善の可能性を含んだアイデアとなる。 

 ステップ５は、粗振るいにかけられたアイデアを組合せ、利点・欠点調査と欠点克服及び

洗練化の具体化サイクルを繰り返しながら具体化をはかる。アウトプットは、商店街活性化

の実行計画案である。 
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Ⅲ．「商店街活性化ＶＥプログラム」の進め方 

Step 0： 活動の前に事前準備をしよう！ 

 

 

 

 

 

1. 目的 

コンサルタントが VEプログラムを企画する。 

 

2. 方法 

① クライアント（依頼者）の要望（目的、目標）を確認する 

② スケジュール・日程を確認する 

③ コンサルタントとしての事前準備を行う 

 

3. 手順 

 

① 提案書によるクライアントへの提案 

 

② クライアントの関心の獲得 

関心が得られなかった場合は提案書をリニューアルし、バージョンアップした提案書で

再度提案する。目的はクライアントの関心を得るためで、要望をよく聞き粘り強く行う。 

 

③ ヒアリング・現地調査による情報の収集 

標準機能系統図とチェックリストを使ってチェックする。目的は活動を効率よく進める

ため。 

 

④ 企画書・契約書・見積書の作成 

目的はクライアントの合意を得るため。 

  

Input： 

クライアントの要望 

Output：企画書・ 

契約書・見積 
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4. 留意点 

① クライアントの要望をよく聞きクライアントの合意を得ることが重要 

② 活動を効率よく進め成果を出すため、コンサルタントとしての事前準備を行うことも

必要 
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Step 1： 問題点・希望点を明らかにしよう！ 

 

 

 

 

 

1. 目的 

チームメンバーが現状を把握し、改善コンセプトを描く。 

 

2. 方法 

① チェックリスト（ワークシート１）を基にメンバー間で適合する項目を選択・評価する 

② 三現主義に基づく情報収集を実施し、問題点・希望点を明らかにする 

 

3. 手順 

 

① キックオフミーティングを実施する 

・活動の概要説明 

・ワークシート１の説明 

 

② メンバーにて現地調査により現状の姿を把握し、５段階評価でワークシート１のチェ

ックリストに記入する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 商店街の標準機能系統図とチェックリスト 

 

Input： 

企画書 

Output： 

改善コンセプト 
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③ 問題点・希望点を問題点・希望点調査シート(ワークシート２)に網羅する 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ この時点で出たアイデアは、アイデア集にまとめ改善の方向性を探る参考にする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 調査対象商店街の現状の姿と改善の姿を描き、改善の方向性を示す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 留意点 

① 描く将来像は、実現時期を考えて１年先や３年先が良い 

② 現状の姿を十分に把握することが重要 

  

 

 
ワークシート３ 
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Step 2： 求められること・足りないことを整理しよう！ 

 

 

 

 

1. 目的 

チームメンバーが改善コンセプトから機能系統図を作る。 

 

2. 方法 

① 商店街標準機能系統図（ワークシート４）を情報収集した内容と比べ機能を削除・追加

してその該当商店街に必要な機能を網羅する 

② その商店街のオリジナル機能系統図により必要機能を明らかにする 

 

3. 手順 

① 商店街標準機能系統図（ワークシート４）と収集した情報を比較し、機能の追加・削除

を行う 

② 改善コンセプト(ステップ１のアウトプット)や現地調査した問題点などを考慮して、

達成する機能が網羅されているかどうかをチェックする 

③ 全体の機能を目的手段の関係でオリジナル機能系統図を作成する（次頁参照） 

 

4. 留意点 

① 改善の方向性から機能を抽出すること 

② 現状の持っている機能は落とさないこと 

 

Input： 

改善コンセプト 

Output：当該商店街の

オリジナル機能系統図 
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子供・老人・近隣住民

商店街を活性
化する

日々の商いを
充実する

経営にマネジ
メントを盛り
込む

危機突破戦略
を立てる

商店街の経済
状況を知る

年度計画を策
定する

年度計画を遂
行する

実行をフォ
ローする

商店街の人間
関係を強化す
る

商店街と顧客
の関係を強化
する

新規顧客を増
やす

商店を存続さ
せる

後継者を作る

利益を得る

立地・建物を改善する

戦略案を作る

メンバーの承認を得る

経営状況を知る

経営環境を知る

予算を計画する

年間ｽｹｼﾞｭ- ﾙを計画する

設備を計画する

人員を計画する

集客計画を策定する

予算をフォローする

年間ｽｹｼﾞｭ- ﾙをﾌｫﾛｰする

設備計画をﾌｫﾛ ｰする

人員計画をﾌｫﾛ ｰする

集客計画をﾌｫﾛ ｰする

ｺﾐ ｭﾆｹｰ ｼｮﾝの場を設ける

勉強会を実施する

イベントを実施する

抽選会を行う

新規顧客紹介ｾｰﾙを行う

商店街の標準機能系統図

（守りの機能）

（攻めの機能）

客を集め、リ
ピーターを増
やす

大型店にないサービスを提供する

もてなしを改善する

商店街全体の
魅力を改善す
る

付加価値を高める

商店街のバランスを改善する

商品・サービスの価値を高める

利便性を高める

商店街の見栄えを良くする

サービスを提供する

利便性を改善する

治安を保つ

清潔感を保つ

予算を遂行する

設備を導入する

人員を活用する

集客計画を遂行する

F0

F1

F2

F11

F12

F13

F21

F22

F23

F24

F25

F26

F27

F28

F111

F112

F113

F121

F122

F123

F124

F131

F132

F133

F134

F135

F136

F137

F211

F212
F221

F222

F231

F232

F233

F234

F235

F241

F242

F243

F244

F251

F252

F253

F254

F255

F261

F262

F271

F272

F281

ワークシート４

商店

顧客

顧客

顧客

商店

商店

商店

商店

商店

商店

商

商

顧客視点と商店視点の区分

ワークシート ４－１

商店街の標準機能系統図 
（顧客側の機能の）

F111

F112

F11

F113

F114

F115

F1

F121

（守りの機能）

F122

F123

F12

F124

F125

F0 F126

F127

F211

F21

F212

F2 F22 F221

F222

（攻めの機能）
F23 F231

抽選会を行う

新規顧客紹介セール

を行う

イベントを実施する商店街と顧客

の関係を強

化する

新規顧客を

増やす

商店街を

活性化す

る

経営にマ

ネジメント

を盛り込む

大型店にないサービ

スを提供する

立地・建物を改善す

る

もてなしを改善する

商品・サービスの価

値を高める

利便性を高める

客を集め、リピー

ターを増やす

日々の商い

を充実する
付加価値を高める

商店街のバランスを

改善する

商店街の見栄えを良

くする

サービスを提供する

利便性を改善する

治安を保つ

清潔感を保つ

商店街全体の

魅力を改善す

る

コミュニケーションの

場を設ける

勉強会を実施する

商店街の人

間関係を強

化する

その商店街の

オリジナル活性化機能系統図

ワークシート ４－２
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Step 3： 活性化のための活動計画を作ろう 

 

 

 

 

1. 目的 

チームメンバーが改善対象を絞り、活動計画書を作る。 

 

2. 方法 

① オリジナル機能系統図の対象機能分野をＦＤ法、ＤＡＲＥ法等の機能評価法を用いて

選定する 

② これまでの活動に基づき、メンバー間の討議により活動計画書（ワークシート６）を作

成する 

 

3. 手順 

① オリジナル機能系統図をもとにＦＤ法、ＤＡＲＥ法等の機能評価法を用いて対象機能

分野を選定する（重みづけと現状レベルの評価） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ワークシート５－１ 

Input：当該商店街の 

オリジナル機能系統図 

Output：活動計画書 

（ワークシート６） 
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② 目標を設定する（売上高、集客数、投資予算、５段階レベル等） 

③ 推進組織（リーダー、メンバー含む）の役割を明確にする 

④ 日程を設定する（期間、活動日） 

⑤ 進め方を計画する 

 

 

 

ワークシート５－２ 

ワークシート 6－１ 
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4. 留意点 

① 対象分野の選定には９項目程度の機能に絞って機能レベルを決めると良い 

② メンバーは、商店街の利用者、商店主や商店街組合、行政など多分野が望ましい 

 

  

ワークシート 6－2 
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Step 4： その活性化のアイデアを出そう！ 

 

 

 

 

1. 目的 

チームメンバーが改善対象の機能分野について、アイデアを発想し、評価する。 

 

2. 方法 

① アイデア・ホイールシステムを活用しながら、機能からアイデアを発想する 

② アイデア評価は、設定した評価項目と評価基準に従う 

 

3. 手順 

① 発想機能の選定（ステップ３を確認） 

② 選定順に従った機能に対して、アイデアの発想 

③ 発想したアイデアの書きとめ（ワークシート NO.７） 

④ アイデアカード（ワークシート NO.８）にアイデアのポンチ絵化 

⑤ アイデアの評価項目と評価基準の決定 

⑥ アイデアの概略評価 

⑦ 評価したアイデアの分類・整理 

 

4. 留意点 

① ブレーンストーミング技法等を活用してアイデアを発想すること 

② 評価項目は全員が合意した項目を使用すること 

 

 

 

 

 

 

 

  

Input：活動計画書 

（ワークシート６） 

Output：概略評価した 

アイデア（ワークシート８） 
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Step 5： 自分たちのできることにまとめよう！ 

 

 

 

 

1. 目的 

チームメンバーが改善コンセプトに沿った代替案・実行計画案を作る。 

 

2. 方法 

アイデアを組み合わせ、欠点を克服する 

 

3. 手順 

① アイデアの組合せ 

② アイデアの利点と欠点の分析・組み合わせた案の利点と欠点を明らかにする 

③ 明らかにした欠点に対して克服するアイデアの発想 

④ 克服アイデアを元の組合せ案へ追加・修正（洗練化） 

⑤ 推奨案と実行計画書の提案 

 

4. 留意点 

① 組み合わせの利点欠点調査は、利点を先に調査する 

② 具体化サイクル（手順②~④）を欠点が克服できるまで繰り返す 

 

  

Input：概略評価した 

アイデア（ワークシート８） 

Output：実行計画書 

（ワークシート１１） 
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Ⅳ．ワークシート 

商店街を活性
化する

日々の商いを
充実する

経営にマネジ
メントを盛り
込む

危機突破戦略
を立てる

商店街の経済
状況を知る

年度計画を策
定する

年度計画を遂
行する

実行をフォ
ローする

商店街の人間
関係を強化す
る

商店街と顧客
の関係を強化
する

新規顧客を増
やす

商店を存続さ
せる

後継者を作る

利益を得る

立地・建物を改善する

戦略案を作る

メンバーの承認を得る

経営状況を知る

経営環境を知る

予算を計画する

年間ｽｹｼﾞｭ- ﾙを計画する

設備を計画する

人員を計画する

集客計画を策定する

予算をフォローする

年間ｽｹｼﾞｭ- ﾙをﾌｫﾛｰする

設備計画をﾌｫﾛ ｰする

人員計画をﾌｫﾛ ｰする

集客計画をﾌｫﾛ ｰする

ｺﾐ ｭﾆｹｰ ｼｮﾝの場を設ける

勉強会を実施する

イベントを実施する

抽選会を行う

新規顧客紹介ｾｰﾙを行う

（守りの機能）

（攻めの機能）

客を集め、リ
ピーターを増
やす

大型店にないサービスを提供する

もてなしを改善する

商店街全体の
魅力を改善す
る

付加価値を高める

商店街のバランスを改善する

商品・サービスの価値を高める

利便性を高める

商店街の見栄えを良くする

サービスを提供する

利便性を改善する

治安を保つ

清潔感を保つ

予算を遂行する

設備を導入する

人員を活用する

集客計画を遂行する

F0

F1

F2

F11

F12

F13

F21

F22

F23

F24

F25

F26

F27

F28

F111

F112

F113

F121

F122

F123

F124

F131

F132

F133

F134

F135

F136

F137

F211

F212
F221

F222

F231

F232

F233

F234

F235

F241

F242

F243

F244

F251

F252

F253

F254

F255

F261

F262

F271

F272

F281

商店街の標準機能系統図　と　チェックリスト

戦略案を作ったか

メンバーの承認を得たか

経営状況を知っているか

経営環境を知っているか

予算は計画されているか

年間ｽｹｼﾞｭ- ﾙはあるか

設備計画はあるか

人員計画はあるか

集客計画はあるか

予算を遂行しているか

設備を導入しているか

人員を活用しているか

予算をフォローしているか

年間ｽｹｼﾞｭ- ﾙをﾌｫﾛｰしているか

設備計画をﾌｫﾛ ｰしているか

人員計画をﾌｫﾛ ｰしているか

集客計画をﾌｫﾛ ｰしているか

ｺﾐｭﾆｹｰ ｼｮﾝの場を設けているか

勉強会を実施しているか

イベントを実施しているか

抽選会を実施しているか

新規顧客紹介ｾｰﾙを実施しているか

後継者を作っているか

利益を得ているか

立地・建物を改善しているか

商品・ｻｰﾋ ﾞｽの価値を高めているか

利便性を高めているか

他にないｻｰﾋﾞｽを提供しているか

見栄えを良くしているか

集客計画を遂行しているか

もてなしを改善しているか

付加価値を高めているか

商店街のバランスを改善しているか

サービスを提供しているか

利便性を改善しているか

治安を保っているか

清潔感を保っているか

チェック項目
５段階
評価

個

個・群

個・群

個・群

個・群

個・群

個・群

個・群

個・群

個・群

個・群

個・群

個・群

個・群

個・群

個・群

個

個

個・群

個・群

個・群

個・群

個・群

個・群

個・群

個・群

個・群

個・群

個・群

個・群

個・群

個・群

個・群

個・群

個・群

個・群

個・群

ワークシート１ワークシート 1
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ワークシート２

# チェック項目

例 後継者を作っているか？ 問・希 子供はいるが、後を継ぐ気はなく、海外で働いている

例 後継者を作っているか？ 問・希 弟子を取って育てたい（本店の継承とのれん分け）

問題点・希望点調査

問題点 もしくは 希望点

もしかしたら、各チェック項目に対して

さらにブレークダウンした具体的な質問を

用意した方がイイかも？

チェック項目が具体的でないため、

素人では答えるのが難しいかもしれない

”フォロー”の意味が判るか？

ワークシート 2
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機能分野 （ワークシート２）の問題点(現機能)・希望点(追加機能)を転記する 目標値 現状値 達成度 機能分野別達成度

達成度評価
チェックリスト(ＷＳ１)に基づいて整理された問題点・希望点調査シート（ＷＳ２）を基に究極の姿（目標値）を描き、それを基準に現状値を把握（５段階
評価）し、達成度＝（現状値／目標値）を把握する。機能分野別達成度は平均達成度でΣ(達成度)/ｎで表す。

Ｆ１１

Ｆ１２

Ｆ１３

Ｆ２１

Ｆ２２

Ｆ２３

Ｆ２４

Ｆ２５

Ｆ２６

Ｆ２７

Ｆ２８

ワークシート 3
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商店街を活性
化する

日々の商いを
充実する

経営にマネジ
メントを盛り
込む

危機突破戦略
を立てる

商店街の経済
状況を知る

年度計画を策
定する

年度計画を遂
行する

実行をフォ
ローする

商店街の人間
関係を強化す
る

商店街と顧客
の関係を強化
する

新規顧客を増
やす

商店を存続さ
せる

後継者を作る

利益を得る

立地・建物を改善する

戦略案を作る

メンバーの承認を得る

経営状況を知る

経営環境を知る

予算を計画する

年間ｽｹｼﾞｭ- ﾙを計画する

設備を計画する

人員を計画する

集客計画を策定する

予算をフォローする

年間ｽｹｼﾞｭ- ﾙをﾌｫﾛｰする

設備計画をﾌｫﾛ ｰする

人員計画をﾌｫﾛ ｰする

集客計画をﾌｫﾛ ｰする

ｺﾐ ｭﾆｹｰ ｼｮﾝの場を設ける

勉強会を実施する

イベントを実施する

抽選会を行う

新規顧客紹介ｾｰﾙを行う

商店街の標準機能系統図

（守りの機能）

（攻めの機能）

客を集め、リ
ピーターを増
やす

大型店にないサービスを提供する

もてなしを改善する

商店街全体の
魅力を改善す
る

付加価値を高める

商店街のバランスを改善する

商品・サービスの価値を高める

利便性を高める

商店街の見栄えを良くする

サービスを提供する

利便性を改善する

治安を保つ

清潔感を保つ

予算を遂行する

設備を導入する

人員を活用する

集客計画を遂行する

F0

F1

F2

F11

F12

F13

F21

F22

F23

F24

F25

F26

F27

F28

F111

F112

F113

F121

F122

F123

F124

F131

F132

F133

F134

F135

F136

F137

F211

F212
F221

F222

F231

F232

F233

F234

F235

F241

F242

F243

F244

F251

F252

F253

F254

F255

F261

F262

F271

F272

F281

ワークシート４
ワークシート 4
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◎
ｷｯｸｵﾌ

◎
報告会

記号： 計画、 実績、

成果物（アウトプット）：

プロジェクトメンバー

調査費
試作費
　　　　等

合計　② 千円

商店街活性化・活動計画書

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ名：

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ対象名（ﾊｰﾄﾞ、ｿﾌﾄ）： 対象の選定理由
［対象の位置づけ・状況、他商店街との比較など ］

目的：(対象顧客も記述のこと）

目標とする期待効果（定性的効果） 目標とする期待効果額①（改善効果額/年など）

スケジュール 活動期間 ：（予定）
発足会開催日： 報告会開催日：

４．その活性化のアイデア
を出そう

Ｎｏ．実施ステップ

１．問題点・希望点を明ら
かにしよう

２．求められること・足りな
いことを整理しよう

３．活性化のための活動
計画を作ろう

５．自分達のできることに
まとめよう

提案

専門
プロジェクト予算（費用） [添付資料]

・専任メンバー（活動時間のみ） 人件費

・ｹﾞｽﾄメンバー

年　　　月　　　日　

会議室： 投資倍率＝①/②
　　　　　　=
　　　　　　＝　   　　　　　　（目標）活動日：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日／週

・コンサルタント

リーダー 起案者事務局決済印

ワークシート 6
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機能
キーワード1

（外輪）
キーワード２

（内輪）
アイデア

どうしたらできる？
何ができる？

すぐやる
計画を立
ててやる

長期的に
取り組む

5

5

1

3

お金

2

4

5

材料

1

2

3

4

アイデア発想

3

4

人

方法 3

4

5

1

2

1

2

ワークシート 7
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　アイデアを絵にすると？ また実現可能性はどう？ 概略評価・具体化　

　アイデア １ 　アイデア ２ 　アイデア ３

利便性 実現性 採否 利便性 実現性 採否 利便性 実現性 採否

　アイデア 4 　アイデア 5 　アイデア 6

利便性 実現性 採否 利便性 実現性 採否 利便性 実現性 採否

※　改善案への展開の資料としてＶＥ報告書に添付してください。

方式　 方式　 方式　

年　　　月　　　日

アイデア発想 略図化・概略評価

方式　 方式　 方式　

ワークシート 8
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テーマ名： 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

機能№　　　　　　　

項　目 担当

　                年　    月    　日

アイデアの洗練化

チーム名：

№ 洗練化後アイデア 評 価

№ 内容　及び　方法 期限

調査･確認・追加検討の計画

ワークシート10
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ワークシートＮｏ．11

商店街名：

No 改善対象

①

②

③

④

⑤

①

②

③

④

⑤

提案の照会先（所属） 氏名 電話

提案内容 一覧

　             　　　　 年　    月    　日

実行提案書

問題点・希望点 オリジナル機能系統図

機能分野別達成度

提案内容

サ
ー

ビ

ス

改

善

施

設

・

配

置

等

改

善

外部環境要因分析等とともに、整理した

商店街の問題点・希望点を示す。

商店街の必要機能を明らかにする。

商店街の必要機能の改善の

優先順位を明らかにする。

上記の現状分析に適合した

提案んもラインナップを示す。

ワークシート11
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ワークシートＮｏ．11-1

商店街名：

現状 提案

改善前 改善後

時　間

人　員

コスト

達成レベル（現状） 達成レベル（提案）

提案の照会先（所属） 氏名 電話

　             　　　　 年　    月    　日

サービス・プロセス等 提案報告書

提案№ 改善対象空間

提案内容

効果

機能レベル（三次） 備考

年間見込金額

時
間
コ
ス
ト

効果

回数／年

ワークシート11-1
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ワークシートＮｏ．11-2

商店街名：

現状（現行空間・配置・設備 等） 提案

改善事項
直接費

（機・労・材） 諸経費等 計

費　目 時　間 金　　額

　　　　　　円

　　　　　　円

　　　　　　円

達成レベル（現状） 達成レベル（提案）

提案の照会先（所属） 氏名 電話

経　常　外　コ　ス　ト

　             　　　　 年　    月    　日

施設・配置等 提案報告書

提案№ 改善対象空間

提案内容

③

合計

①提案コスト

②経常外コスト

効果

機能レベル（三次） 備考

ワークシート11-2
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Ⅴ．活用技法紹介 

 

このプログラムの特徴として商店街の標準機能系統図とアイデア・ホイールの活用が 

あり、以下それについて説明する。 

 

Ｖ．１ 商店街の標準機能系統図について 

１．目的 

魅力ある商店街を作るためには、他の商店街と差別化した機能を盛り込む必要がある。 

しかし、商店主に、商店街の機能系統図を書いてと言っても、説明をし、書ける練習を

して、アイデア出しなどに使える機能系統図を書けるようになるまでには、お互いに相

当な労力が必要となる。そこで、説明の手間や練習などの手間を省く目的で、標準機能

系統図を準備することとした。機能系統図の作成に、不慣れな人が、一生懸命に作成し

ても、完成させるだけでも難しいものである。機能系統図が、思考の原点にするには、

非常に役立つものであることを、この様な方にも、分かってもらうために、対象を商店

街として、標準的な商店街の機能系統図を作成した。自分たちの商店街がどのような機

能で構成され、どのような機能のつながりで、役割を果たしているのか、理解してもら

える働きがある。このように、商店街の方にも、機能で考える VE に親しんで頂き、商

店街の働きを機能的に理解してもらうことが、標準機能系統図を作る背景にあった。 

 

２．特徴 

標準機能系統図は、『守りの機能』と『攻めの機能』の大きく２つの機能に分けた。 

『守りの機能』は、「日々の商いを充実すること」を目的とし、『攻めの機能』は、「経

営にマネジメントを盛り込むこと」を目的とした機能とした。『攻めの機能』は、類似

の機能系統図を参考に商店街として使いやすいように見直しを行った。標準機能系統

図であるため、他の商店街との差別化のための機能は盛りもまれていない。また、標準

機能系統図のチェックリストには、個と群が記されている。各々の機能が、個人（個）

に関するものか、商店街（群）に関するものかで、分類したものである。更に、その右

には、個、群毎に、チェックをするための欄を設けている。このチェック欄を利用して、

各商店街で、自分たちの商店街が、チェックする機能の達成度を 5 段階などでチェッ

クし、定量的なデータを残すことができる。活動後に再度、チェックすれば、活動前後

での機能の達成度の変化を見ることができる。本シナリオの検討により、差別化の機能

を追加していきます。 
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３．その使い方 

（１）標準機能系統図 

   商店街が備えるべき、標準的な機能を抽出し、機能系統図にまとめたものです。 

機能系統図の役割、働きなどを理解してもらうためにも、役立ちます。 

 図 5-1 に標準化機能系統図の例をします。 

 

（２）標準機能系統図とチェックリスト 

    自分たちの商店街が、各チェック項目に対して、現在どのような状況になって 

いるか、自分たちで評価できるようにしたものです。 

現状を評価し、将来的には、どのようなレベルに持って行きたいのかを描いて 

     もらいます。その差の改善のために、アイデアを発想していくために、活用でき 

     ます。図 5-２に、この例を示します。 
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図Ⅴ-1 標準機能系統図の例 
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図Ⅴ-2 標準機能系統図とチェックリスト 

商店街を活性
化する

日々の商いを
充実する

経営にマネジ
メントを盛り
込む

商店を存続さ
せる

客を集め、リ
ピーターを増
やす

商店街全体の
魅力を改善す
る

危機突破戦略
を立てる

商店街の経済
状況を知る

年度計画を策
定する

年度計画を遂
行する

実行をフォ
ローする

商店街の人間
関係を強化す
る

商店街と顧客
の関係を強化
する

新規顧客を増
やす

大型店にないサービスを提供する

後継者を作る

利益を得る

立地・建物を改善する

もてなしを改善する

商品・サービスの価値を高める

利便性を高める

付加価値を高める

店舗構成を魅力的にする

商店街の見栄えをよくする

豊富なサービスを提供する

利便性を改善する

安全を高める

清潔感を高める

戦略案を作る

メンバーの承認を得る

経営状況を知る

経営環境を知る

予算を立てる

年間ｽｹｼﾞｭｰﾙを立てる

設備改善計画を立てる

人員計画を立てる

集客計画を立てる

予算を遂行する

設備を導入する

人員を活用する

集客計画を遂行する

予算を管理する

年間ｽｹｼﾞｭｰﾙをﾌｫﾛｰする

設備計画をﾌｫﾛｰする

人員計画をﾌｫﾛｰする

集客計画をﾌｫﾛｰする

店舗間ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを図る

勉強会を実施する

イベントを実施する

顧客とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを図る

新規顧客紹介を行う

（守りの機能）

（攻めの機能）

F0

F1

F2

F11

F12

F13

F111

F112

F113

F121

F122

F123

F124

F131

F132

F133

F134

F135

F136

F137

F21

F22

F23

F24

F25

F26

F27

F28

F211

F212

F221

F222

F231

F232

F233

F234

F235

F241

F242

F243

F244

F251

F252

F253

F254

F255

F261

F262

F271

F272

F281

個

個・群

個・群

個・群

個・群

個・群

個・群

個・群

個・群

個・群

個・群

個・群

個・群

個・群

個・群

個・群

個

個

個・群

個・群

個・群

個・群

個・群

個・群

個・群

個・群

個・群

個・群

個・群

個・群

個・群

個・群

個・群

個・群

個・群

個・群

個・群

他にないサービスを提供しているか

後継者を作っているか

利益を得ているか

立地・建物を改善しているか

もてなしを改善しているか

商品・サービスの価値を高めている
か

利便性を高めているか

付加価値を高めているか

店舗構成を魅力的にしているか

商店街の見栄えをよくしているか

豊富なサービスを提供しているか

利便性を改善しているか

安全を高めているか

清潔感を高めているか

戦略案を作っているか

メンバーの承認を得ているか

経営状況を知っているか

経営環境を知っているか

予算を立てているか

年間ｽｹｼﾞｭｰﾙを立てているか

設備改善計画を立てているか

人員計画を立てているか

集客計画を立てているか

予算を遂行しているか

設備を導入しているか

人員を活用しているか

集客計画を遂行しているか

予算を管理しているか

年間ｽｹｼﾞｭｰﾙをﾌｫﾛｰしているか

設備計画をﾌｫﾛｰしているか

人員計画をﾌｫﾛｰしているか

集客計画をﾌｫﾛｰしているか

店舗間ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを図っているか

勉強会を実施しているか

イベントを実施しているか

顧客とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを図っているか

新規顧客紹介を行っているか

チェック項目 個 群

５段階評価

商店街の標準機能系統図　と　チェックリスト

ワークシート１



36 

 

Ｖ．2 アイデア・ホイールについて 

 

1. 目的 

アイデアを発想する場合は、色々な視点で行う必要があります。しかしながら、その 

ようにすると、視点によって数多く発想できたり、ほんのわずかしか発想できなかったり 

というようにアイデア数の偏る場面が多くみられます。そのため今回は、この偏りを防ぎ 

ながらアイデアの量を増やす一つの方法として、“アイデアホイールシステム図の活用”を 

提案します。 

 

【  ＶＥ実施手順時のアイデアホイールの位置付け　】

目 的 手 段

Fo

商店街活性化に
必要な機能を
明確にする

商店街・標準機能
系統図 を作成する

商店街・標準機能
系統図の各機能
分野のアイデアを

発想する

商 店 街 を
活性化するための
価値向上新規案

を創造する

発想アイデアの
量と質を増強する

増強された
発想アイデアを

評価・洗練化する

具体化案を
作 成 する

具 体 化 案を
詳細評価する

商店街を活性化する 価

値向上新規案を
創造する

アイデアホイール

システムを活用する

F1

F2

F3

F4

F5

F6

F7

F8

3 【 標準的ＶＥ実施手順　】

　２． 機能毎にアイデア 略 図 化

　５． 機能別代替案の総合化

　従来のアイデア発想手順

　１． 選定機能からアイデア発想

　３．  機能毎にアイデアの概略評価　

　４． 機能毎に具体化・洗練化

　６． 提案の詳細評価
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2. 特徴 

アイデアの偏りを“見える化”し、アイデアの分布状態と中央の円盤（ホイール）を 

回して“人、お金、材料、方法”の各項目を見ながらアイデアを発想して増強していき 

ます。アイデアの発想のよりどころを明確にしたということです。中央の円盤の項目は 

必要に応じて変えて、アイデアを発想してみてください。 

 

3. 使い方 

アイデア発想時は、視点を変えて行うようにします。今回は図のようにアイデアに求め 

られている色々な要素をヒントに行いました。 

その後、その要素をヒントにアイデアの偏りを“見える化”します。そしてアイデアの 

発想分布状態を整理してみます。次に、その状態をアイデア・ホイールシステム図に表し 

ます。 

（１）アイデアホイールカードの目的 

  ① アイデア発想の量を増やす 

  ② アイデア発想の偏りを防ぐ 

  ③ アイデアの革新的な発想のキッカケとする 

（２）アイデアホイールカードの使い方 

  ① ブレーンストーミング時にアイデアが出なくなった時 

  ② ブレーンストーミング時にアイデアが偏った時 

  ③ アイデアの量は出たが質が伴わない時 

  ④ 発想パターンに応じて出せるようにする 
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（３）アイデアホイールカードでの発想手順 

（４）アイデア・ホイールシステム思考原点 

  ① QC の特性要因図をヒントにアイデアの偏りを見える化する 

  ② アイデアの発想分布状態を整理する 

 

 

 

 

 

 

 

 

　５． アイデアホイールシステム図活用

　６． 現状のアイデアと対比

　７． 満遍なく発想

　８． アイデアの革新的発想のキッカケを得る

　従来のアイデア発想手順

　１． 選定された機能からアイデア発想

　２． 発想が停滞

　３． アイデア発想拡大すべく指導

　４． 発想の偏りチェック

自由発想

発想をガイドする

発想をガイドする

発想をガイドする

カード活用

カード活用

カード活用

1 2 3 4 n 〇

現 状 アイデア

アイデアホイールシステム図活用

対比

従 来

■アイデアの質を上げ、アイデアの量を更に

   増加させるためには、まずアイデアに求め

   られている要素を決める。

    ( 例 ： 人、方法、材料、お金等 )

不 良

人方 法

お 金材 料

例 ;不良の原因の
要因を示す

原 因 結 果

■ 特性要因図の枝の項目をキーワード

    から選定する。キーワードはアイデア発想

    機能が選定されたあと決める。

■ アイデア ホイール分布状態図を参考に、

    アイデアを満遍なく だすように導く。

アイデア ホイール分布状態図

商店を
活性化
させる

独自性顧 客

何で成功
させる自 然

省エネ

いろいろ
考えよう

30

212619

33 49

178
手 段

目 的
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（５）アイデア・ホイールシステム図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アイデアホイールカード　計 178 枚

　　　■ アイデアホイールカードの枚数を評価基準

       　　としてアイデアの発想の仕方を工夫する。



40 

 

 ① アイデア・ホイールシステム センター評価欄 

（６）検討する視点を変える   

 

 

※ 左の、『 人、お金、材料、方法 』 の ４つの視点 から、
アイデアホイール 図 の 各カテゴリーごとのアイデア
をチェックし、不足と思われるアイデア を発想していく。

※ アイデアは ＢＳ の４つの規則に従い、多数発想する。

※ この中央評価ポイントは自由に回るようにしてあり、
発想の動機付けとする。
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図Ⅴ-3 アイデア・ホイールシステム図 
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Ⅵ. 実施例 

ステップ 0

•① 提案書によりクライアントに提案する

•② クライアントの関心を獲得する

•③ ヒアリング・現地調査により情報を収集する

•④ 企画書・契約書・見積書を作成する

ステップ 1

•① キックオフミーティングを実施する

•② メンバーで現地調査により現状の姿を把握し、5段階評価でワークシー
あ ト1に記入する

•③ 問題点・希望点をワークシート2に網羅する

•④ この時点で出たアイデアは、アイデア集にまとめ改善の方向性を探る参
あ 考にする

•⑤ 現状の姿と改善の姿を描き、改善の方向性を示す

ステップ 2

•① ワークシート4と収集した情報を比較し、機能の追加・削除を行う

•② 改善の方向性（ステップ1のアウトプット）や現地調査した問題点
あ などを考慮して、達成する機能が網羅されているかどうかをチェッ
あ クする

•③ 全体の機能を目的手段の関係でオリジナル機能系統図にまとめる

ステップ 3

•① オリジナル機能系統図からＦＤ法、ＤＡＲＥ法等の機能評価法によ
あ り対象機能分野を選定する

•② 目標を設定する

•③ 推進組織の役割を明確にする

•④ 日程を設定する

•⑤ 進め方を計画する

ステップ 4

•① 発想機能を選定する（ステップ3を確認）

•② 選定順にその機能についてのアイデアを発想する

•③ 発想したアイデアをワークシート7に書き留める

•④ ワークシート8でアイデアをポンチ絵化する

•⑤ アイデアの評価項目と評価基準を決める

•⑥ 評価したアイデアを分類・整理する

ステップ 5

•① アイデアを組み合わせる

•② 組み合わせたアイデアの利点と欠点を分析する

•③ 欠点を克服するアイデアを発想する

•④ 克服アイデアを①のアイデアに追加・修正し、洗練化する

•⑤ 推奨案と実行計画を提案する
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ステップ0
ステップ1

手 順 ②
ステップ2 ステップ3 ステップ4 ステップ5
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ステップ0
ステップ1

手 順 ③
ステップ2 ステップ3 ステップ4 ステップ5
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ステップ0
ステップ1

手 順 ④
ステップ2 ステップ3 ステップ4 ステップ5
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ステップ0
ステップ1

手 順 ⑤
ステップ2 ステップ3 ステップ4 ステップ5

【商店街の現状と改善コンセプト】 

 

本商店街は、私鉄駅（乗車人数約 4 万名）から徒歩 10 分に位置し、40 店舗が 400 

 

メートルにわたり軒を連ねている下町情緒が残る商店街である。商店の構成は、食品・ 

 

食材店がスーパー1 店を含む 11、飲食店が 3、理容・美容室が 3、酒屋が 2、和菓子屋 

 

が 2、花屋が 2、クリーニング店が 2、その他歯科医、靴屋、薬屋、不動産屋、リサイ 

 

クルショップ、自転車屋が各 1 で、閉店時間は 19 時台が 18 店と多く、22 時以降も 5 

 

店ある。 

 

商店街の設立は昭和 30 年頃で、来街者の半数は町内に在住している近隣住民（約 9 

 

千人）である。近隣には、役所や公民館、小学校、総合病院、公団住宅があり、70 歳 

 

以上の高齢者の増加が増えてきてはいるが、都会への通勤の利便性が良いため若い世代 

 

も増えてきている。商店街の北と東には、国道が走る。西には、定休日が別の商店街（約 

 

50 店舗）がある。事前の活性化度の調査では、47 パーセントであった。 

 

活性化改善コンセプトは、『本商店街は、利用者に密着したサービスを商店街全体で 

 

提供し、子供や老人も安全でゆっくりと過ごせるなど、近隣住民との共生を目指す。目 

 

標活性化度 80 パーセントとする。』である。 

 

 

※本「商店街の現状と改善のコンセプト」は、商店街を利用する「顧客の視点」から 

 述べたものである。 
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ステップ0 ステップ1
ステップ2

手 順 ①
ステップ3 ステップ4 ステップ5
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ステップ0 ステップ1

ステップ2

手 順 ③
ステップ3 ステップ4 ステップ5
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ステップ0 ステップ1 ステップ2
ステップ3

手 順 ①
ステップ4 ステップ5

対　象　の　選　定　 ワークシート　５

1回 2回 3回 4回

Ｆ １２ 2 2.0 16.12 0.488

Ｆ １１ 1 1.6 1.6 8.06 0.244

Ｆ ２２ 1 1.8 1.8 5.04 0.153

Ｆ ２３ 1 2.8 2.8 2.80 0.085

Ｆ ２１ 1 1.0 1.00 0.030

満点
（80％の時）

目標

20

1

修正目標

18

33

2

68

10

28

8

8

4

68×重要
度係数

17

60.085

25

35

10

10

5

33

2

10

商店街の人間関係を強化する

商店街と顧客の関係を強化する

新規顧客を増やす

機能分野名（オリジナル）
重要度
係数

0.244

0.488

0.030

0.153

Ｆ １１

Ｆ １２

Ｆ ２１

Ｆ ２２

Ｆ ２３

客を集め、リピーターを増やす

商店街全体の魅力を改善する

33.02 1.000

客を集め、リピーターを増やす

商店街の人間関係を強化する

新規顧客を増やす

１）オリジナル機能系統図の【機能の重みづけ】ＤＡＲＥ法による

商店街全体の魅力を改善する

商店街と顧客の関係を強化する

仮の重み
係数

修正重み
係数

重要度
係数機能分野名 比較回数

⑴ ＷＳ３の機能分野ごとの重要度は異なるので、重要度に合わせて重み(得点)を付ける …（簡単なＦＤ法）を活用（Ｗ全体を1.00とする）
⑵ 各機能分野ごとの未達成度合い＝１00－（ＷＳ３の機能分野別達成度）をＦ欄に記入
⑶ 価値の低い機能分野は、（Ｗ×Ｆ）値の大きい機能分野となる

5

68

現状
再評価

14

15

0

3

2

34

２）オリジナル系統図に並び替え

7

3

34

着手順位

③

①

⑤

②

④

差(目標と
再評価)

4

18

2

85 68
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ステップ0 ステップ1 ステップ2

ステップ3

手 順 ② ～

⑤

ステップ4 ステップ5
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ステップ0 ステップ1 ステップ2 ステップ3
ステップ4

手 順 ③
ステップ5
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ステップ0 ステップ1 ステップ2 ステップ3

ステップ4

手 順 ④ ～

⑥

ステップ5
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ステップ0 ステップ1 ステップ2 ステップ3

ステップ4

手順④～

⑥

ステップ5
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ステップ0 ステップ1 ステップ2 ステップ3

ステップ4

手順④～

⑥

ステップ5
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ステップ0 ステップ1 ステップ2 ステップ3

ステップ4

手順④～

⑥

ステップ5
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ステップ0 ステップ1 ステップ2 ステップ3 ステップ4

ステップ5

手順①～

③

テーマ名

　88ポイントシステム

No. 組み合わせた案
（アイデアの組み合わせ案）

利　点
（良い所・改善点など）

欠　点
（悪い所・問題点など）

欠点克服のアイデア
（悪い所・問題点を改善・解決する方法）

評価
（これで良いか）

1
 1) ポイントを増やそうとす
る動機付けになる

 2) ポイント数・ポイント率
でポイントが自然に増える

 3) 今まで入ったことがな
い店に客が入る

 1) ポイントが増えすぎる
可能性が大きい

 2) 儲かっている店でポイ
ントを貯められ、儲かって
いない店はより危機に陥
る（経営が危なくなる）

 3) ポイントの会計上の処
理が複雑である

 4) ポイントの交換の仕方
が分らない買い物客がい
る

 1) 割引きは参加店提供の景品にする
　　（欠点①②③④の解決）
 2) 景品の費用と利益のバランスを取る。
　　（景品は年度ごとに予算取りができる）
 3) NPOを設立し、商店街をホールディングとする

 4) ラブちゃん（ロボット）に説明させる

○

○

○

○

ステップ５ 利点・欠点分析と欠点克服ワークシート
ワークシート９



57 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステップ0 ステップ1 ステップ2 ステップ3 ステップ4

ステップ5

手順①～

③
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ステップ0 ステップ1 ステップ2 ステップ3 ステップ4

ステップ5

手順①～

③

テーマ名

足湯、川床、スマホ配信

No. 組み合わせた案
（アイデアの組み合わせ案）

利　点
（良い所・改善点など）

欠　点
（悪い所・問題点など）

欠点克服のアイデア
（悪い所・問題点を改善・解決する方法）

評価
（これで良いか）

8

○

・商店街のメイン通路に足湯/釣堀ユニットを置く
・ソフトウェアでつながるヒガジュウモールを形成する
・店舗を特性ごとに分類し、競争相手からチームにする
　→即時デリバリー（アツアツ）グループ
　→買物お持ち帰りグループ（買物代行）
　→待ち時間活用グループ

 1) 新しい企画が多く来客
者が喜ぶ

 2) グループ分けが斬新

 3) レジャー（足湯）しなが
ら買物できる

 4) この商店街の魅力を
発揮できる

 5) 足湯でマチコン！ が
できる（気軽に足湯に立
ち寄り、老若男女の交流
が進む）

（以下、当日記憶を追記）
 6) ＪＲと地下鉄の間に人
の流れができ、来店客が
増加する（客数1.5倍が目
標）

 7)新たなデリバリーメ
ニューの取り組みが始ま
り活性化する

 8) 足湯/釣堀のある商店
街としてマスコミに取り上
げられる

 1) （高齢者はスマホの）
操作が難しい

 2) 天候に左右される

 3) （足湯ユニットは）保管
時に場所がいる

 4) 毎日設置する手間が
かかる

（利点/欠点/欠点克服の
アイデアの番号は特に対
応していません）

 1) （スマホの代わりに）専用のタブレットを設ける

 2) （簡易雨除けとして）ワイヤを（短辺方向に）張ってテントを
かける

 3) 積み重ね置きできる構造とする

 4) 実施する日を決める（歩行者天国）
　　・手伝ってくれた人にプレゼント提供

○

○

○

○

ステップ５ ②～⑤ 利点・欠点分析と欠点克服ワークシート
ワークシート９

5)

・外枠はSUSか

FRPとし強度を

確保する

・内貼りにヒノキ

を貼り高級感を
出す

・大きさは
1m×3mでユ

ニックで扱いや
すく積み重ねが

きくようにする

・循環器として

エコキュートの

室外機を用いコ
ストを下げる



59 

 

 

 

 

ステップ0 ステップ1 ステップ2 ステップ3 ステップ4
ステップ5

手 順 ④

テーマ名：　88ポイントシステム　　　　　　　　　　　　　　　　　　

項　目 担当

1

ワークシート　ＮＯ，１０

　                2018年　2月　23日

アイデアの洗練化

№ 洗練化後アイデア 評 価

機能 №　　　　　　　
チーム名：　CVSフォーラム委員会

№ 内容　及び　方法 期限

調査･確認・追加検討の計画

商店街活性化プログラム

４）ポイントの仕組みはラブちゃん

（ロボット）に説明させる

（費用と利益のバランス）

ポイントの仕組みや交換の方
法は僕に聞いてね

イメージ

■ポイントの仕組み

イメージ
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ステップ0 ステップ1 ステップ2 ステップ3 ステップ4
ステップ5

手 順 ④
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ステップ0 ステップ1 ステップ2 ステップ3 ステップ4
ステップ5

手 順 ④



62 

 

Ⅶ．活動メンバー 

 

前委員長   服部 哲郎   ＴＥＤバリュー・コンサルティング 

委 員 長   三好 達夫   ＴＭバリューコンサルティング 

委   員   薄衣 光明   （一社）日本ファインセラミックス協会 

委  員   神戸 正志   ㈻産業能率大学 

委   員   斉藤 浩治   M i n d - J 

委  員   関田  力   CHIKARIZE 

委  員   関谷 則夫   NS－Value Support 

委  員   髙橋  均   ライフバリュー・クリエイト㈱ 

委  員   西垣 晃志   MOTIVENT 

委  員   平本 将雄   Ｍコンサルティングファーム 

委  員   藤原 裕輔   三菱ロジスネクスト㈱ 

委   員   松田 節夫   ㈱フジタ 
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Ⅷ．おわりに 

 

ＶＥは、開発当初には製造業の調達段階に適用され、さらには開発設計・企画段階へと適

用段階の上流化が進み、また一方で建築・土木業などへと適用範囲の拡大により大きな成果

を上げてきています。 

ＣＶＳフォーラム委員会では、ＶＥのさらなる普及拡大と成果拡大を目指し、服部前委員

長をリーダーとして新たな適用対象である商店街を対象とした商店街活性化へのＶＥ適用

に取り組みました。まず、その第一段階として商店街活性化に対してＶＥコンサルが指導す

るための手引書作成に手がけ内容を作り上げました。2019 年度より三好が委員長を引き継

ぎ資料化完成に至りました。 

ＣＶＳフォーラム委員の知識と経験に基づいた審議により作成することにより使いやす

く新規性豊かな内容になっています。特徴の一つは標準機能系統図からオリジナル機能系

統図に展開する機能的アプローチであり、スムーズかつ独自性豊かな機能系統図が作成で

きます。特徴のもう一つはアイデア・ホイールを活用したアイデア発想であり、新たな次元・

感覚でアイデア発想が可能です。 

ぜひ、このようなテーマなどにこの手引書をスムーズに指導するための参考資料として

活用していただくとともに、今後さらなる多様性への対応などによるＶＥ進化の一助とな

れば幸いです。 

また、この資料作成にあたっては、事務局：鈴木さんにご尽力いただきましたことを感謝

します。 

 

 

              ２０２０年８月 ＣＶＳフォーラム委員会 

委員長  三好 達夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


